
                           

【
一
一
頁
】 

 (

四)

差
上
候
勅
答
書
之
内
、
横
浜
鎖
港
之
一
条 

 

去
十
四
日
差
上
候 

勅
答
書
之
内
、
横
濵
鎖
港
之
一
条
、
御
請
振
不
分
明
被 

思
召
候
由
、
慶
喜
へ
内
々
御
沙
汰
之
趣
承
知
仕
候
、
然
所
弥
鎖
港
仕
候
見
込
に
て 

已
へ ニ

外
國
へ
使
節
差
立
候
義
御
座
候
間
、
是
非
共
成
功
可
仕
候
心
得
ニ
御
座 

候
間
、
尤
再
度
蒙 

聖
諭
候
無
謀
之
攘
夷
仕
間
敷
と
の
趣
奉
畏
候
、
就
而
ハ
弥
以
沿
海
之
武
備 

充
実
致
候
様
可
仕
奉
存
候
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上 

 
 

 
 

 
 

 
 

臣
家
茂 

 (

五)

醜
夷
征
討
膺
懲
の
典
を
大
い
に
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
勅
書 

 

朕
不
肖
之
身
ヲ
以
夙
ニ
天
位
ヲ
踐
ミ
、
忝
モ
万
世
無
缺
ノ
金
甌
ヲ
受
ケ
、
恒
ニ 

寡
徳
ノ 

先
皇
ト
百
姓
ト
ニ
背
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
、
就
中
嘉
永
六
年
以
来
洋
夷
頻
ニ
猖
獗
来
港
シ 

国
体
殆
ト
云
ヘ
カ
ラ
ス
、
諸
價
沸
騰
シ
生
民
塗
炭
ニ
困
ム
、
天
地
鬼
神
、
夫
朕
ヲ
何
ト
カ 

云
ン
、
嗚
呼
是
誰
ノ
過
ソ
ヤ
、
夙
夜
是
ヲ
思
テ
止
ム
コ
ト
能
ハ
ス
、
嘗
テ
列
卿
・
武
将
ト
是
ヲ 

議
セ
シ
ム
、
如
何
セ
ン
昇
平
二
百
有
余
年
、
威
武
ノ
以
テ
外
寇
ヲ
制
壓
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル 

コ
ト
ヲ
、
若
妄
ニ
膺
懲
ノ
典
ヲ
挙
ン
ト
セ
ハ
、
却
テ
国
家
不
側 測

ノ
禍
ニ
陥
ン
コ
ト
ヲ
恐
ル
、 

幕
府
断
然
朕
カ
意
ヲ
擴
充
シ
、
十
余
世
ノ
旧
典
ヲ
改
メ
、
外
ニ
ハ
諸
大
名
ノ
参 

 

 



                           

【
一
二
頁
】 

勤
ヲ
弛
メ
妻
子
ヲ
国
ニ
帰
シ
、
各
藩
ニ
武
備
充
實
ノ
令
ヲ
傳
ヘ
、
内
ニ
ハ
諸
役
ノ
冗
員 

ヲ
省
キ
入
費
ヲ
減
シ
、
大
ニ
砲
艦
ノ
備
ヲ
設
ク
、
実
ニ
是
朕
カ
幸
ノ
ミ
ニ
非
ス 

宗
廟
生
民
ノ
幸
也
、
且
去
春
上
洛
ノ
廃
典
ヲ
再
興
セ
シ
コ
ト
尤
嘉
賞
ス
ヘ
シ
、
豈 

料
ラ
ン
ヤ
、
藤
原
實
美
等
鄙
野
ノ
匹
夫
ノ
暴
説
ヲ
信
用
シ
、
宇
内
ノ
形
勢
ヲ 

察
セ
ス
、
国
家
ノ
危
殆
ヲ
思
ハ
ス
、
朕
カ
命
ヲ
矯
テ
軽
率
ニ
攘
夷
ノ
令
ヲ
布
告
シ
、 

妄
ニ
討
幕
ノ
師
ヲ
興
サ
ン
ト
シ
、
長
門
宰
相
ノ
暴
臣
ノ
如
キ
其
主
ヲ
愚
弄
シ
、
故
ナ
キ
ニ 

夷
舶
ヲ
砲
撃
シ
幕
使
ヲ
暗
殺
シ
、
私
ニ
實
美
等
ヲ
本
國
ニ
誘
引
ス
、
此
ノ
如
キ 

狂
暴
ノ
輩
必
罰
セ
ス
ン
ハ
ア
ル
可
カ
ラ
ス
、
然
リ
ト
雖
、
皆
是
朕
不
徳
ノ
致
ス
處
ニ
シ
テ 

實
ニ
悔
慙
ニ
堪
ス
、
朕
又
オ
モ
ヘ
ラ
ク
、
我
ノ
所
謂
砲
艦
ハ
彼
カ
所
謂
砲
艦
ニ
比
ス 

レ
ハ
未
幔
夷
ノ
膽
ヲ
呑
ニ
足
ラ
ス
、
国
威
ヲ
海
外
ニ
顕
ス
ニ
足
ラ
ス
、
却
テ
洋
夷
ノ
軽
侮
ヲ 

受
ン
歟
、
故
ニ
頻
ニ
願
フ
、
入
テ
ハ
天
下
ノ
全
力
ヲ
以
テ
摂
海
ノ
要
津
ニ
備
、 

山
陵
ヲ
安
シ
奉
リ
、
下
ハ
生
民
ヲ
保
チ
、
又
列
藩
ノ
力
ヲ
以
各
其
要
港
ニ
備
ヘ
、
出
テ
ハ 

数
艘
ノ
軍
艦
ヲ
整
ヘ
、
無
餒
ノ
醜
夷
ヲ
征
討
シ 

先
皇
膺
懲
ノ
典
ヲ
大
ニ
セ
ヨ
、
夫
去
年
ハ
将
軍
久
シ
ク
在
京
シ
、
今
春
モ
亦
上
洛
セ
リ
、 

諸
大
名
モ
亦
東
西
ニ
奔
走
シ
、
或
ハ
妻
子
ヲ
其
国
ニ
帰
ラ
シ
ム
、
宜
也
、
費
用
ノ
武
備
ニ 

及
ハ
サ
ル
コ
ト
今
ヨ
リ
ハ
決
シ
テ
然
ル
可
カ
ラ
ス
、
勉
テ
太
平
因
循
ノ
雜
費
ヲ
減
省
シ
力
ヲ 

同
フ
シ
、
武
臣
ノ
職
掌
ヲ
盡
シ
、
永
ク
家
名
ヲ
辱
ル
コ
ト
勿
レ
、
嗚
呼
汝
将
軍
及
各 

         



                           

【
一
三
頁
】 

国
ノ
大
小
名
皆
朕
カ
赤
子
也 

今
ノ
天
下
ノ
事
朕
ト
共
ニ
一
新
セ
ン
コ
ト
ヲ
欲
ス
、
民
ノ
財 

ヲ
耗
ス
コ
ト
無
ク 

姑
息
ノ
奢
ヲ
為
ス
コ
ト
無
ク 

膺
懲
ノ
備
ヲ
厳
ニ
シ 

祖
先
ノ
家
業 

ヲ
盡
セ
ヨ 

若
怠
惰
セ
ハ
特
ニ 

朕
カ
意
ニ
背
ク
ノ
ミ
非
ス 

皇
神
ノ
霊
ニ
叛
ク
也 

祖
先
ノ
心
ニ
違
フ
也 

天
地
鬼
神
モ
亦
汝
寺 等

ヲ
何
ト
カ
云
ン 

 

文
久
四
年
甲
子
春
正
月 

 
 

 

(

六)

御
請
写
《
去
月
二
十
七
日
拝
見
》 

 

御
請
写 

 
 

去
月
二
十
七
日 

拝
見
被 

仰
付
候 

宸
翰
之 

叡
旨
者 

御
即
位
以
来 

皇
国
之
災
禍
ヲ
悉
ク 

聖
躬
之 

御
上
ニ 

御
反
求
被
為
在
候 

勅
諭
ニ
テ
誠
以
恐
惶
感
泣
之
至
奉
存
候 

倩
幕
府
従
前
之
過
失
ヲ
自
反
仕
候
得
者 

多
罪
之
至
存
候 

臣
家
茂
不
肖
之
身
ヲ
以
徒
ニ
重
任
ヲ
辱
メ
紀
綱
不
振
内
外
之 

禍
亂
相
踵
頻
年
奉
悩 

 
 

     



                           

【
一
四
頁
】 

宸
襟
候
而
巳
ナ
ラ
ス
、
去
春
上
洛
之
節
攘
夷
之 

勅
ヲ
奉
ス
ト
雖
モ
其
事
實
遂
ニ
難
被
行
、
横
濵
鎖
港
之
談
判
ス
ラ
未
タ
成
功 

之
期
限
モ
難
量
折
柄
、
再 

命
ニ
依
テ
上
洛
仕
侯
上
者
、
極
メ
テ 

逆
鱗
ニ
觸
レ
厳
譴
ヲ
可
相
蒙
者
素
ヨ
リ 

覚
悟
候
處
意
外
之 

宸
賞
ヲ
奉
蒙
侯
而
巳
ナ
ラ
ス
至
仁
之 

恩
諭
ヲ
以
、
臣
家
茂
并
大
小
名
ヲ
赤
子
ノ
如
ク 

御
親
愛
、
将
来
ヲ
御
勤
誠
被
為
在
候
、
臣
家
茂
一
身
之
上
ニ
取
リ
海
岳
之 

鴻
恩
実
以
可
奉
報
答
様
モ
無
之
候
、
自
今
已
後
萬
事
之
旧
弊
ヲ
改
メ
諸
侯
ト 

兄
弟
之
思
ヲ
成
シ
心
力
ヲ
合
セ
臣
子
之
道
ヲ
盡
シ
勉
テ
太
平
因
循
之
冗 

費
ヲ
省
キ
、
武
備
ヲ
厳
ニ
シ
内
政
ヲ
整
ヘ
生
民
ヲ
蘇
息
致
シ
摂
海
防
御 

者
勿
論
諸
國
兵
備
ヲ
充
実
仕
、
洋
夷
之
軽
侮
絶
チ
砲
艦
ヲ
厳
整
シ
テ 

遂
ニ
膺
懲
之
大
典
ヲ
興
起
イ
タ
シ
、
御
国
威
ヲ
海
外
ニ
輝
耀
ス
ヘ
キ
ノ
条 

件
等
、
弥
以
勉
励
仕
乍
恐 

宸
衷
ヲ
奉
休
憩
度
奉
存
候
事
ニ
御
座
候
、
乍
併
膺
懲
妄
挙
仕
間 

敷
ト
ノ 

          



                           

【
一
五
頁
】 

叡
慮
ノ
趣
ハ
堅
ク
遵
奉
仕
、
必
勝
之
大
策
相
立
候
様
可
仕
奉
存
候
、
尤 

横
濵
鎖
港
之
儀
者
既
ニ
外
國
ヘ
モ
使
節
差
出
候
儀
ニ
御
座
候
得
者 

何
分
ニ
モ
成
功
仕
度
奉
存
候
得
共
、
夷
情
モ
難
測
候
得
ハ
沿
海
之
武
備 

ニ
於
テ
ハ
益
以
奮
發
勉
励
仕
、
武
臣
之
職
掌
固
守
、
大
計
大
議
者 

悉
ク
國
是
ヲ
定
メ 

宸
断
ヲ
奉
仰 

皇
國
之
衰
運
ヲ
挽
回
シ
テ
、
外
ハ
慢
夷
之
膽
ヲ
呑
、
内
ハ
生
霊
ヲ
保
テ
奉 

 

安 叡
慮
、
上
ハ 

皇
神
之
霊
ニ
報
ヒ
奉
、
下
ハ
祖
先
之
遺
志
ヲ
継
述
仕
度
奉
存
候
、 

是
則
臣
家
茂
之
至
誠
懇
禱
ニ
御
座
候
、
依
之
此
段
御
請
奉
申
上
候
、 

臣
家
茂 

誠
恐
懼
頓
首
謹
言 

臣
家
茂 

             



                           

【
一
六
頁
】 

 (

七)

仙
臺
よ
り
伺
に
よ
り
て
御
付
札
を
以
被
仰
渡
候
次
第 

 

仙
䑓
よ
り
伺
に
よ
り
て
御
付
札
を
以
被
仰
渡
候
次
第 

私
儀
今
度
御
上
洛
に
付
御
留
主
中 

御
府
内
詰
合
も
少
く
候
間
御
留
主
中
御
警
衛
之
義 

御
頼
被
思
召
候
旨
蒙
上
意
武
門
之
冥
加
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
る
所
先
達
一
門
伊
達 

六
郎
上
京
為
致
、
帰
国
之
節
近
衛
殿
・
関
白
殿
ゟ
御
上
洛
之
節
ハ
上
京
候
様
被
仰
出
、
是
又 

不
容
易
御
用
筋
ニ
被
為
在
候
儀
と
奉
存
候
、
當
節
繁
用
之
御
用
ニ
而
同
し 

皇
國
之
為
に
盡
力
可
仕
義
と
御
坐
候
ハ
ヽ
右
両
条
之
義
何
之
御
用
に
て
も
御
指
圖
次
第 

早
々
取
計
仕
度
、
此
段
奉
伺
候
、
右
之
趣
近
衛
殿
・
関
白
殿
へ
も
申
立
如
斯
御
座
候
、
宜 

御
差
図
被
成
下
度
候
、
以
上 

 
 
 
 
 

十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
平
陸
奥
守 

 
 
 

書
面
之
趣
参
府
い
た
し
御
留
主
中
御
守
衛
相
勤
候
様
可
被
致
候
、
尤
此
旨
京
都
へ
も
可 

 
 
 

相
達
候
間
可
得
其
意
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
賀
中
納
言 

 

御
上
洛
御
留
主
中
御
守
衛
人
数
為
差
登
為
目
代
松
平
飛
騨
守
出
府
之
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
張
大
納
言 

 

御
上
洛
御
跡
よ
り
上
京
致
候
様
被 

仰
出
候
事 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

太
田
道
淳 マ

マ 

御
目
見
、
御
懇
之
上
意
を
蒙
り
、
折
々
罷
出
候
様
被 

 

仰
出
候
事 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

  


